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研究成果の概要（和文）：飲酒が睡眠時間や入眠時間、睡眠の質（深睡眠）に影響を与えている可能性は非常に
高い。本研究では、ADH1B、ALDH2遺伝子の活性型、非活性型で、飲酒の有無の日による睡眠時間及び深時間は有
意な関連性は認められなかった。アルコール代謝関連酵素活性別にみたアルコールパッチテストによる血流量と
の関係は、ADH1Bの高活性の者は低活性の者より血流量が早くなっていたが、ALDH2遺伝子多型別では、逆に低活
性の者は高活性の者より早く血流量が上昇し20分後も上昇をしていた。今後、症例数を増やしADH1B、ALDH2遺伝
子多型別による飲酒による睡眠の影響及び生理的変化について検討する必要性がある。

研究成果の概要（英文）：It is very likely that alcohol consumption affects sleep duration, time to 
fall asleep, and sleep quality (deep sleep). In this study, there was no significant association 
between sleep duration and deep sleep time by day with and without alcohol consumption in active and
 inactive forms of the ADH1B and ALDH2 genes. The relationship with blood flow by alcohol patch test
 by ADH1B and ALDH2 gene polymorphisms was that those with high ADH1B activity had faster blood flow
 than those with low activity Conversely, the low activity group showed faster blood flow than the 
high activity group, and the blood flow remained faster after 20 minutes. In the future, it is 
necessary to increase the number of cases and examine the effects of alcohol consumption on sleep 
according to ADH1B and ALDH2 gene polymorphisms.

研究分野： 公衆衛生　
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本人を含む東洋人の多くが体質的にアルコール代謝能力に著しい個体差があり、特にアルコール脱水素酵素1B
（ADH1B）とアルデヒド脱水素酵素2（ALDH2）は遺伝子型によってアルコール代謝活性が大きく異なるため、飲
酒の睡眠への影響も異なる可能性がある。本研究では、ADH2B及びALDH2遺伝子多型別に飲酒による睡眠時間や血
流量との関連を調べた。遺伝子多型による睡眠時間や血流量の違いは認められたが有意な関連が認められなかっ
た。血流を測定するには時間がかかり、症例数が少なかった。今後は調査数を増やすこと、調査対象者の幅を広
げ、またの調査方法も再考していかなくてはならない。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

飲酒と睡眠との関係についての研究はこれまで国内外で多く報告されている。一方、日本人を

含む東洋人の多くが体質的にアルコール代謝能力に著しい個体差があり、特にアルコール脱水

素酵素 1B（ADH1B 旧名 ADH2）とアルデヒド脱水素酵素 2（ALDH2）は、遺伝子型によって活性が

大きく異なるため、遺伝子型別に飲酒の健康影響を調べた研究が日本や東アジアを中心に増え

ているが、睡眠への影響を調べた研究はない。飲酒は夜間にする機会が多いが、睡眠中のアルコ

ールの生理的作用やエネルギー代謝は、飲酒後と非飲酒後とで異なる。生体内における飲酒の短

期的な作用は、心拍数の増加、血圧の低下が知られている。飲酒者は飲酒してない者に比べて、

夜間就寝時の血圧が急激に低下し、早朝血圧が高いという報告もある。従って、飲酒が睡眠時間

や入眠時間、睡眠の質（深睡眠）に影響を与えている可能性は非常に高い。特に ADH1B と ALDH2

は遺伝子型によって活性が大きく異なるため、飲酒の睡眠への影響も異なる可能性がある。 

 
 
 
 
２．研究の目的 

本研究では（１）アルコール代謝関連酵素活性別にみた飲酒と睡眠の質との関係をパルセンス

データ及び質問票等から明らかにし（２）アルコール代謝関連酵素活性の違いと飲酒後の睡眠時

及び非睡眠時の生理的機能（心拍、血圧、血流等）の変化を明らかにすることを目的としている。 

 
３．研究の方法 

 調査対象者は、企業で働く 20～70 歳代の男性とした。調査内容としては、食生活習慣調査、

アルコール代謝関連酵素活性遺伝子多型（ADH1B 及び ALDH2 遺伝子）、アルコールパッチテスト、

血流測定を行ったほか、健康診断のデータも一部入手した。脈拍数・活動量（3軸加速度）を組

み込んだライフスタイルを計量化する健康腕時計（パルセンス SP500）をセイコーエプソン社と

共同開発し、脈拍と加速度から、活動時、非活動時、睡眠の状態を計測した。調査対象者は 2週

間、健康腕時計を装着し、朝晩の血圧計測および行動日誌をつけた。またパルセンス PS500 で計

測したデータを分析するソフトを開発し（Health Watch Check Report, バージョン 5，I Techno 

Co. Ltd）、基底心拍数、深睡眠時間、睡眠時間、身体活動時間、精神活動時間を算出した。 

 
 
 
 
４．研究成果 

計 87 名に調査を行った。 

（１）アルコール代謝関連酵素活性別にみたアルコールパッチテストと血流量の調査のうち、

ADH1B については、9名のデータが得られ、そのうち高活性の者（7名）は低活性の者(2 名)より

血流量が早くなっていた。ALDH2 遺伝子多型別にみたアルコールパッチテストと血流量との関係

は、17名のデータが得られ、低活性の者（9名）は高活性の者（8名）より早く血流量が上昇し

20 分経過後も血流量は早くなっていた。 

（２）ADH1B 及び ALDH2 遺伝子多型別にみた飲酒と睡眠時間との関係を調べた。飲酒習慣があ

る人のうち、お酒を飲む日と飲まない日がある者の睡眠時間の比較を行った結果は次の通り。 

ADH1B の遺伝子多型別にみた、飲酒者の平均睡眠時間は、ADH1B の 1/1 型の不活性型（4 人）

の非飲酒日の睡眠時間（Mean±SD）は 5.85±0.71 時間及び深睡眠は 2.87±0.37 時間、飲酒日



の睡眠時間は、6.00±1.36 時間、深睡眠は 3.07±0.28 時間であった。1/2+2/2 型を持つ高活性

型（45 人）は、非飲酒日の睡眠時間は 6.04±0.89 時間、深睡眠は、3.22±1.12 時間、飲酒日の

睡眠時間は 5.95±0.85 時間、深睡眠は 3.25±0.98 時間であった。不活性型の者は飲酒日のほう

が、睡眠時間、深睡眠ともに非飲酒日より長かった。高活性型の者は飲酒日のほうが睡眠時間は

短く、深睡眠はかわらなかった。非飲酒日の睡眠時間、深睡眠ともに高活性型の者が不活性型の

者より長く、逆に飲酒日は高活性型の者が不活性型の者より睡眠時間は短かった。（いすれも有

意差は認められなかった。）ADH1B 遺伝子多型別にみた飲酒有無の日による睡眠時間及び深睡眠

時間は、有意な関連性は認められなかった 

 

ALDH2 遺伝子多型別にみた飲酒者の非飲酒日は、活性型の 1/1（29 人）は 睡眠時間は 5.87±

0.87 時間、深睡眠は 2.98±0.99 時間、飲酒日の睡眠時間は 5.99±0.75 時間、深睡眠 3.21±0.92

時間、不活性型 1/2+2/2（20 人）のお酒を飲まない日の睡眠時間は 6.24±0.89 時間、深睡眠は

3.52±1.15 時間、お酒を飲む日の睡眠時間は 5.91±1.06 時間、深睡眠は 3.28±1.00 時間であ

った。活性型の者は飲酒日は非飲酒日にくらべ睡眠時間、深睡眠ともに長かったが、不活性型の

者は逆に飲酒日は非飲酒日に比べ、睡眠時間、深睡眠ともに短かった。活性型の者は非飲酒日に

は不活性型の者より睡眠時間、深睡眠ともに長かったが、飲酒日の睡眠時間はわずかであるが短

かった。（以上、有意差は認められなかった）、ALDH2 遺伝子多型別にみた飲酒有無の日による睡

眠時間及び深睡眠時間は、有意な関連性は認められなかった。 

 

本研究は、企業で働く者（工場勤務及び営業職）を対象に、対象者に 2週間、パルセンス PS-

500 を装着してもらった。しかしながら、パルセンス PS-500 を毎日装着した対象者が少なかっ

た。特に睡眠時にパルセンス PS-500 を装着していない対象者も多数存在しており、データを解

析できる対象者が少なくなった。今後は働く者に対する調査協力方法を再考する必要性が認め

られた。 

 
 

ADH1B Mean ± SD Mean ± SD ｐ
1/1不活性 5.85 ± 0.71 6.00 ± 1.36 0.58
1/2+ 2/2高活性 6.04 ± 0.89 5.95 ± 0.85

1/1不活性 2.87 ± 0.37 3.07 ± 0.28 0.74
1/2+ 2/2高活性 3.22 ± 1.12 3.25 ± 0.98

非飲酒日 飲酒日
睡眠時間 睡眠時間

深睡眠時間 深睡眠時間

ALDH2 Mean ± SD Mean ± SD ｐ
1/1活性 5.87 ± 0.87 5.99 ± 0.75 0.06
1/2+ 2/2不活性 6.24 ± 0.89 5.91 ± 1.06

1/1活性 2.98 ± 0.99 3.21 ± 0.92 0.08
1/2+ 2/2不活性 3.52 ± 1.15 3.28 ± 1.00

非飲酒日 飲酒日
睡眠時間 睡眠時間

深睡眠時間 深睡眠時間
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